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官行造林の契約・正式調印なる 

ク
無
税
の
町
ザ
へ
 

歴

史

的

出

発

 

か
ね
て
各
部
落
の
御
協
 

力
を
い
た
だ
い
て
、
進
め
 

ら
れ
て
い
た
官
行
造
林
の
 

契
約
は
、
去
る
一
月
十
六
 

日
、
無
事
に
正
式
調
印
を
 

終
り
ま
し
た
。
 
（
左
端
写
 

真
）
こ
の
日
、
熊
本
営
林
 

局
の
代
表
河
野
事
務
官
と
 

、
倉
石
町
長
と
の
間
に
結
 

ば
れ
た
調
印
に
よ
っ
て
、
 

方
城
町
は
「
無
税
の
町
」
 

を
目
ざ
す
大
造
林
事
聖
だ
 

正
式
に
立
ち
上
っ
た
わ
け
 

で
す
．
 

こ
の
契
約
の
中
で
、
特
 

に
目
立
つ
利
点
は
、
分
収
率
（
国
と
地
 

元
と
の
、
収
益
を
分
け
る
率
）
で
す
。
 

す
な
わ
ち
、
よ
そ
の
官
行
造
林
の
場
合
 

発
行
所
 

福
岡
県
田
川
郡
方
城
町
役
場
 

発
行
人
 
中

野

 実
 

【
通
第
五
十
三
号
】
 

印
刷
所
 

冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社
 

は
、
国
が
六
割
で
、
地
元
は
残
り
の
四
 

割
で
す
が
、
方
城
町
の
場
合
は
、
特
に
 

11 

石
町
長
の
目
ざ
ま
し
い
努
力
の
結
果
 

国
と
地
元
と
、
半
大
に
別
け
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

山
が
何
億
、
何
十
億
に
も
な
っ
た
時
 

の
「
五
割
」
で
す
か
ら
、
こ
の
五
割
の
 

利
点
は
実
は
大
変
な
利
益
で
す
。
 

張

り

切

る

町

会

議

員

 

官
行
造
林
地
四
百
町
歩
を
踏
査
 

明
け
て
一
月
十
七
日
、
町
会
議
員
（
 
た
。
（
写
真
下
）
 

第
三
部
委
員
）
は
、
議
」
「
（
、
助
役
、
役
 

場
係
と
共
A
に
、
寒
風
を
つ
い
て
、
現
 

舶
視
察
に
お
も
む
い
た
。
伊
方
、
弁
城
 

に
ま
た
が
る
、
四
百
町
歩
の
官
行
造
林
 

地
を
、
く
ま
な
く
見
て
ま
わ
り
、
造
林
 

事
業
の
強
力
な
推
進
を
改
め
て
決
意
し
 

正
式
調
印
を
終
え
た
両
者
（
町
長
室
に
て
）
 

官
行
造
林
の
 

研
究
座
談
会
も
 

そ
の
日
の
と
後
五
時
か
ら
、
熊
本
営
 

林
局
河
野
事
務
官
を
囲
ん
で
、
熱
心
な
 

ノ 

心
を
合
わ
せ
て
 

植
林
目
標
を
達
成
し
よ
う
 

⑥
 
造
林
計
画
、
今
年
度
（
三
月
末
ま
 

で
）
の
目
標
 

①
 
二
月
初
め
に
植
え
る
も
の
 

水
源
か
ん
養
林
 
」
干
二
町
歩
 

②
 
二
月
中
旬
に
植
え
る
も
の
 

官
行
造
林
 

五
十
町
歩
 

⑥
 
三
十
一
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
」
一 

十
三
年
三
月
末
ま
で
）
の
目
標
 

③
 
水
源
か
ん
養
林
 
三
十
町
歩
 

呈ニソ「；Lお葦雲，を’ 

山上に勢揃いした現地踏査の―行 

研
究
座
談
会
を
行
っ
た
。
 

同
官
行
造
林
に
つ
い
て
の
熱
心
な
質
疑
 

町
長
、
助
役
、
役
場
の
係
と
、
議
長
 
応
答
が
あ
り
へ
午
後
九
時
す
ぎ
ま
で
時
 

は
じ
め
町
会
議
員
（
第
三
部
委
員
）
一
 

の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
 

ク
無
税
の
町
4
は
ホ
ン
ト
に
出
来
る
か
？
 

三

十

余

年

前

の

「

林

業

の

町

」

を

視

察

 

去
る
一
昼
一
十
五
、
二
十
六
日
、
第
三
部
委
員
は
、
佐
賀
県
藤
津
郡
 

太
良
町
を
視
察
し
た
。
四
十
年
前
に
植
林
事
業
に
立
ち
上
っ
た
ク
林
 

業
の
町
f

で
あ
る
．
 

山
林
を
間
伐
し
た
金
で
堂
 

々
た
る
町
立
病
院
、
授
産
 

所
、
学
校
 

駅
を
降
り
て
、
ま
す
目
に
つ
い
た
の
 

が
、
堂
A
た
る
町
立
病
院
。
建
坪
四
五
 

〇
坪
、
工
費
千
二
百
万
円
の
こ
の
病
院
 

も
、
官
行
林
を
、
間
伐
し
た
収
入
で
建
 

て
ら
れ
ま
し
た
。
二
十
八
人
も
、
医
師
 

や
看
護
婦
な
ど
が
居
る
こ
の
病
院
が
出
 

来
て
、
太
良
町
の
死
亡
率
は
非
常
に
減
 

っ
た
そ
う
で
す
．
よ
そ
の
町
か
ら
も
ど
 

ん
ノ
‘
、
患
者
が
来
て
、
年
に
七
十
三
万
 

円
の
収
人
が
あ
り
ま
す
。
 

（
農
林
省
か
ら
内
ー
ホ
が
あ
っ
た
）
 

④
 
官
行
造
林
 
百
ー
首
五
十
町
歩
 

（
ほ
い
確
定
）
 

早
速
来
年
度
植
林
地
の
た
め
の
地
ど
 

し
ら
え
に
か
、
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

授
産
所
、
公
民
館
、
学
校
、
家
畜
診
 

療
所
な
ど
も
、
山
の
収
入
に
よ
っ
て
い
 

ま
す
．
鵬
風
に
お
そ
わ
れ
て
も
損
は
し
 

ま
せ
ん
。
風
倒
木
を
払
下
げ
て
貰
っ
て
 

六
百
七
十
五
万
円
も
の
収
入
を
得
て
い
 

ま
す
．
 

造
林
に
立
ち
上
っ
た
明
治
の
末
の
頃
 

r青年造林隊カを作ろう 

業
な
受
年
部
た
区
林
る
 

事
は
を
青
各
立
地
造
れ
 

い
て
冨
o

、
に
城
年
た
、
 

し
つ
の
る
そ
頭
弁
青
持
中
 

か
と
山
あ
こ
先
て
r

が
月
 

輝
を
の
で
年
、
く
れ
会
一
一
 

の
れ
こ
年
青
の
か
ぞ
せ
く
 

萩
篇
無
瓶
鷺
 

の
は
ま
は
集
区
な
、
の
つ
】
 

設
年
・
者
結
地
ら
区
成
な
 

建
青
い
ぐ
を
各
な
地
結
に
 

士
、
な
つ
力
、
ぱ
方
J

と
 

郷
に
ら
け
の
落
ね
伊
隊
こ
 

は
半
農
半
漁
の
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
 

太
良
町
が
、
今
で
は
一
億
三
千
万
円
も
 

の
財
政
を
誇
る
雄
町
に
生
れ
変
っ
た
の
 

で
す
。
役
場
前
に
は
植
林
後
三
十
数
年
 

初
め
て
造
林
の
偉
大
さ
に
月
覚
め
た
町
 

民
が
こ
の
喜
び
を
こ
め
て
建
て
た
、
大
 

造
林
記
念
碑
が
聾
え
て
い
ま
す
。
 

【
問
】
官
行
造
林
の
い
ち
ば
ん
の
利
点
は
？
 

星
こ
す
ぐ
現
金
収
入
が
あ
る
こ
と
で
す
 

（
大
野
産
業
課
長
談
）
 

①
太
良
町
に
は
炭
坑
も
な
く
、
漁
業
と
い
っ
て
h
赤
貝
が
と
れ
る
位
で
し
た
 

が
、
山
を
た
て
、
か
ら
は
、
山
の
労
力
費
や
そ
の
他
い
っ
た
だ
け
国
が
く
 

れ
る
の
で
、
こ
れ
が
大
き
な
現
金
収
入
と
な
っ
て
、
町
民
の
フ
ト
コ
ロ
を
 

う
る
お
し
て
く
れ
ま
し
た
 

②
間
伐
に
な
る
前
、
地
こ
し
ら
え
、
う
え
つ
け
、
つ
る
き
り
、
な
ど
こ
れ
に
 

落
ち
る
金
が
非
常
に
大
き
く
、
二
男
三
男
で
も
、
よ
そ
に
出
か
せ
ぎ
に
い
 

く
こ
と
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

負
け
て
は
居
れ
ぬ
方
城
町
も
 

山
を
た
て
れ
ば
 

木
が
う
わ
っ
て
、
水
が
豊
富
に
な
っ
た
 

道
が
出
来
る
 

か
ら
で
あ
る
。
い
ま
平
均
耕
作
面
積
は
 

林
道
は
国
が
七
割
、
地
元
負
担
の
三
 

一
戸
当
り
六
反
だ
が
、
や
が
て
一
町
平
 

割
は
、
太
良
町
で
は
林
道
を
開
く
た
め
 
均
に
な
る
と
い
う
．
 

に
切
っ
た
木
の
代
金
で
、
ま
か
な
え
た
 

ク
無
税
の
町
は
 

（
官
行
造
林
の
面
積
は
、
 

実
現
す
る
だ
ろ
．
っ
“
プ
 

六
一
O
町
歩
）
 

官
行
造
林
の
伐
採
は
六
十
年
契
約
o
 

山
野
が
水
田
に
な
る
 

だ
が
太
良
町
で
は
、
三
十
五
年
か
ら
い
 

全
山
み
ど
り
に
色
ど
ら
れ
た
太
良
町
 
よ
い
よ
伐
採
に
か
、
る
。
正
に
そ
の
前
 

で
は
、
い
よ
ノ
、
「
新
農
村
建
設
計
画
 
途
は
陽
の
昇
る
勢
い
で
あ
る
。
 

」
の
指
楚
の
下
に
、
山
林
原
野
五
三
〇
 

直
方
営
林
署
の
白
石
課
長
も
、
「
無
 

町
歩
の
開
こ
ん
に
立
ち
上
「
て
い
る
。
 

税
の
町
は
実
現
す
る
で
し
よ
“
己
と
語
 

遂
に
成
る
 

白
髪
川
改
修
計
画
 

涙
ぐ
ま
L

い
地
元
の
協
力
 

永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
白
髪
 

川
改
修
喜
争
は
、
地
元
関
係
者
の
涙
ぐ
 

ま
し
い
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
い
よ
い
 

よ
工
事
に
着
手
致
し
ま
す
。
 

昨
年
ま
で
年
に
何
回
と
な
く
繰
返
さ
 

れ
る
水
害
は
、
農
民
の
汗
と
脂
の
美
田
 

を
も
、
見
る
影
も
な
い
士
砂
礁
で
、
埋
 

没
流
失
し
、
そ
の
被
害
は
言
語
に
絶
す
 

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
回
の
計
画
が
完
成
す
れ
ば
地
元
関
 

係
者
の
喜
び
は
申
す
に
及
ば
す
、
当
局
 

と
し
て
も
御
同
慶
に
た
え
ず
、
 
工
事
 

促
進
に
い
っ
そ
う
の
御
協
力
レ
＜
御
支
援
 

と
を
お
願
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
 

す。 

ー

ー

ー

 ‘●‘ーJ 

一

 

あ
な
た
の
名
は
の
っ
て
い
ま
す
か
一
 

念
の
た
め
役
場
ま
で
見
に
来
て
下
一
 

さ
い
。
 

一 

! 

農
業
委
員
 

選
挙
人
名
簿
の
 

縦
 
覧
 

・
縦
覧
場
所
 

役
場
内
 

農
 
業
 
委
 
員
 
会
 

・
期
 

間
 

一
月
一
一
十
日
ー
」
月
三
日
 

・
名
簿
確
定
の
期
日
 

三
月
五
日
 

っ
て
い
る
。
方
城
も
頑
張
ろ
う
H
一
い
ま
 

す
ぐ
の
現
金
収
へ
そ
し
て
、
将
来
の
 

大
繁
栄
。
そ
れ
は
、
 
こ
、
数
年
の
、
 

町
民
の
協
力
と
努
力
と
に
か
、
っ
て
い
 

る。 
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政
 

厳
か
に
消
防
田
初
式
 

堂

々

た

る

分

列

行

進

 

吹
く
風
も
冷
い
一
月
十
」
百
、
方
城
 

中
学
校
の
校
庭
に
、
下
田
川
四
ケ
町
消
 

防
団
の
連
合
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
下
 

田
川
防
火
陣
の
威
容
を
余
す
所
な
＜
発
 

揮
し
た
。
 

午
前
八
時
半
、
折
柄
の
寒
風
を
つ
い
 

て
倉
石
点
検
官
が
入
場
、
厳
し
ゅ
く
な
 

気
配
に
つ
、
ま
れ
て
、
服
装
馬
機
械
器
 

具
の
点
検
が
行
わ
れ
た
。
 

り
ょ
ラ
く
、
と
鳴
り
ひ
び
＜
ラ
ッ
パ
 

各
町
で
と
の
堂
大
た
る
分
列
行
進
「
頭
 

ア
1
右
ィ
」
倉
石
点
検
官
の
白
い
手
」
（
 

倉

石

点

検

官

の

点

検

 

が
、
サ
ッ
と
挙
が
 

り
て
、
こ
れ
に
こ
 

た
え
る
。
 

I
l
剥
．
.
．
「
 

一 

．
I
．鳳羊‘り頑，（臨 

，
』
脅
“
r
‘、．・「 

消防最高の業響 

輝く\\竿頭綬、表彰 

分
 

列
 

行
 

進
 

見
事
ク
方
城
の
 

ポ
 
ン
 
プ
 
操

練

 

つ
y
い
て
、
地
 

元
、
方
城
町
消
防
 

団
の
ポ
ン
プ
操
 

班
長
の
号
令
に
、
 

各
車
き
び
ム
、
し
 

た
動
作
で
、
日
頃
 

の
訓
練
の
ほ
ど
が
 

う
か
が
わ
れ
る
。
 

思
わ
ず
場
内
に
 

拍
手
が
湧
く
。
県
 

知
事
・
県
消
防
協
 

会
長
・
田
川
消
防
 

議
会
長
・
地
元
町
 

会
議
員
各
位
百
名
余
り
の
来
管
が
参
列
 

消
防
の
任
務
の
重
大
さ
が
今
さ
ら
の
ど
 

と
く
痛
感
さ
れ
、
又
、
日
頃
の
労
苦
に
 

対
し
て
感
謝
の
心
が
う
こ
く
。
 

昭
和
三
十
一
年
度
方
城
町
共
 
下
第
一
位
で
一
O
〇
％
突
破
 

同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
 

町
民
各
位
の
 
あ

り

が

と

う

 

葱
に
深
く
感
 

灘
一
鷲
総
墨
灘
一
 

田
川
郡
共
同
募
金
会
よ
り
の
 
標
額
 

一
五
五
、
三
八
〇
円
 

目
標
額
を
去
る
一
月
八
日
郡
 
募
金
実
績
 

一異、一」
go
円
 

殊
に
こ
の
日
、
 

消
防
団
最
高
の
名
 

誉
と
云
わ
れ
る
「
 

竿
頭
綬
」
が
、
方
 

城
町
消
防
団
に
対
 

し
て
、
日
本
消
防
 

協
会
長
か
ら
授
与
 

さ
れ
た
こ
と
は
、
 

わ
が
方
城
の
歴
史
 

に
長
く
，
く
残
さ
 

れ
る
で
あ
ろ
う
．
 

式
後
、
直
ち
に
 

放
水
場
の
伊
方
橋
 

に
向
っ
て
行
進
開
 

始
。
時
に
午
前
十
 

一
時
三
十
分
。
 

彦
山
川
に
 

あ
が
つ
た
水
柱
 

鉄
壁
の
防
火
陣
 

各
町
一
五
O
名
、
総
勢
六
百
名
が
、
 

拾
四
台
の
消
防
ポ
ン
プ
を
連
ね
て
彦
山
 

川
へ
と
急
ぐ
。
 

や
が
て
、
時
な
ら
ぬ
水
柱
が
、
冬
空
 

に
勇
ま
し
く
躍
り
上
る
。
伊
方
橋
の
う
 

え
も
・
川
原
に
も
・
い
っ
ば
い
の
見
物
 

人。 人
A
の
見
上
げ
る
空
に
雄
女
し
く
吹
 

き
上
が
る
水
柱
は
、
そ
の
数
十
本
。
出
 

初
式
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
快
調
。
こ
の
 

彦
山
川
で
の
放
水
 

下
田
川
防
火
陣
 

の
鉄
壁
の
構
え
 

は
、
深
い
深
い
 

信
頼
感
を
、
見
 

る
人
大
の
胸
に
 

強
く
刻
み
こ
み
 

か
く
て
見
事
に
 

昭
和
」
干
一
犀
 

の
出
初
式
の
幕
 

を
閉
じ
る
こ
と
 

が
で
き
た
。
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昭
和
三
十
一
年
十
一
 

？
月
末
日
を
も
っ
て
旧
民
 

確
一
 

生
委
員
の
任
期
が
満
了
 

さ

す

」

し

士

月

百

ょ

り

昭

 

員

 
ま
一
和
三
十
四
年
十
一
月
末
 

媛

し

 
日まで
1
1
テ
年
間
次
の
 

良
介
一
十
二
名
の
力
大
が
新
し
 

い
 
刀
口
」
く
方
城
民
生
委
員
に
な
 

し
帝
〈
り
ま
し
た
0
 

新

 

】 

（
社
会
係
）
 

（
⑥
印
は
代
表
者
）
 

氏
 
名
 

担
任
区
域
 

松
島
 
友
吉
ー
畑
、
九
山
、
中
原
、
新
 

門
地
区
 

石
谷
マ
サ
ョ
ー
野
添
、
大
黒
、
吉
田
坑
 

地
区
 

自
石
治
郎
作
ー
古
門
地
区
 

真
崎
 

ハ
ル
ー
前
村
、
犬
星
、
矢
久
保
 

地
区
 

⑥
仁
保
観
道
ー
八
幡
町
、
後
谷
、
倉
石
 

坑
地
区
 

白
石
 
照
生
ー
上
弁
城
、
新
町
、
迫
地
区
 

」里山 

与
七
ー
久
六
、
弁
城
坑
地
区
 

本
藤
 
岩
夫
ー
宝
珠
、
山
ノ
手
、
松
原
 

地
区
 

酒
井
 

満
ー
一
区
、
一
一
区
、
六
区
地
区
 

津
波
 
亀
助
ー
三
区
地
区
 

日
野
 
隆
男
ー
四
区
、
正
風
寮
地
区
 

喝
』
 
道
広
ー
五
区
地
区
 

塞
 

ー
，
ー
 
d
l
d
斗
”
●
組
「
準
 

新
一
年
生
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 
」
」
醸
嘱
縫
壁
 

新
し
く
一
年
生
に
な
る
お
子
様
を
持
 
唖
学
校
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
 

た
れ
る
父
兄
の
皆
様
に
お
喜
び
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
な
お
、
そ
の
う
ち
学
校
に
 

あ
が
る
の
を
猶
予
し
て
も
ら
い
た
い
人
 

は
、
医
師
の
診
断
書
を
も
ら
っ
て
、
教
 

育
本
員
会
事
務
局
ま
で
お
出
で
下
さ
い
 

又
、
お
し
・
つ
ん
ぼ
・
目
の
悪
い
子
 

供
さ
ん
は
、
普
通
の
学
校
で
な
く
、
翌
 

申
し
出
て
下
さ
い
。
（
教
育
委
員
会
）
 

気
の
毒
な
 

北
海
道
の
子
供
に
 

倉
石
暗
婦
人
会
か
ら
寄
附
金
 

倉
石
炭
砿
婦
人
会
で
は
、
冷
害
に
苦
 

ん
が
、
み
ん
 

な
を
代
表
し
 

て
金
一
封
を
 

役
場
の
社
会
 

係
に
届
け
出
 

た。 こ
の
金
は
 

タ
バ
コ
は
町
内
の
店
で
買
い
ま
し
よ
う
 

ー 

ヘ
タ
パ
コ
消
費
税
と
し
て
町
の
収
入
に
な
り
ま
す
）
 

ニ
月
農
事
モ
メ
 

「
「
「
コ
分
ケ
ツ
肥
廿
本
年
の
よ
う
 

一
」
い
‘
一
に
麦
の
生
育
の
お
く
れ
て
い
 

る
と
き
は
、
麦
の
分
ケ
ツ
を
す
す
め
る
 

た
め
に
追
肥
を
行
う
。
分
ケ
ツ
肥
は
一
 

月
の
下
旬
か
ら
二
月
中
旬
が
 

適
期
で
あ
る
が
、
分
ケ
ツ
を
 

す
す
め
る
た
め
に
は
二
月
上
 

旬
ま
で
に
施
用
す
る
。
施
用
 

量
は
標
準
と
し
て
反
当
り
尿
 

琶
貫
匁
内
外
を
水
に
と
か
 
を

 

し
て
か
け
る
か
、
そ
の
ま
ま
 
巴

 

撒
い
て
か
ら
土
入
れ
を
す
る
 

‘」L 

二
月
末
頃
の
追
肥
は
無
効
分
 
泊
」
 

ケ
ツ
を
多
く
し
て
肥
料
の
損
 

、
 

失
が
大
き
い
。
メ
ク
ラ
除
 

ク
 

草
I

本
葉
三
枚
の
頃
に
麦
 
巨
又
 

の
中
の
土
を
メ
ク
ラ
除
草
機
 

一一ど 

で
掻
き
廻
し
て
雑
草
の
生
育
を
遅
ら
 

メ
ク
ラ
除
草
後
二
週
間
位
し
て
か
ら
ー
 

く
土
入
れ
を
行
う
。
 

排
水
I

畦
溝
に
水
の
た
ま
ら
な
い
 

十
度
を
標
準
と
し
、
芽
が
出
て
か
 

す
 
ら
日
中
は
ナ
ス
は
一
干
七
度
内
外
、
ト
 

茂
 
マ
ト
は
一
干
五
度
内
外
、
キ
ウ
リ
は
一
一
 

十
四
度
内
外
に
調
節
を
行
う
 

よ
 

（
長
尾
技
師
）
 

う
排
水
に
注
意
す
る
。
 

司
司
一
）
」
秤
鰭
」
 

う
も
の
で
、
菜
種
が
地
上
に
の
び
始
め
 

菜
 
種
 

る
頃
が
追
肥
の
適
期
で
あ
る
。
施
肥
量
 

と
し
て
は
反
当
り
標
準
と
し
て
硫
安
三
 

ー
四
貫
の
条
間
又
は
株
間
に
施
し
、
か
 

る
ぐ
中
耕
を
行
う
。
排
水
ー
畦
溝
に
 

水
の
た
ま
ら
な
い
よ
う
排
水
に
注
意
す
 

る。 に
一
疏
菜
」
＼
好
雲
 

ち
 寸
人
参
や
五
寸
人
参
を
ま
く
。
 

ホ
ー
レ
ン
草
廿
四
・
五
月
と
り
 

、
フ
 

と
し
て
、
洋
種
の
ビ
ロ
フ
レ
1

・ 

ぬ
 ミ
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
等
 

を
ま
く
。
時
無
大
根
I
五
・
六
 

れ

 
月
と
り
と
し
P
〒

三
月
に
ま
＜
 

ノ
、
 

温
床
に
ま
く
も
の
ル
ナ
ス
・
 

ト
マ
ト
は
二
月
上
中
旬
。
キ
ウ
リ
 

お

 
は
二
月
中
下
旬
に
ま
く
0

温
度
 

の
調
節
 11 

発
芽
ま
で
は
床
温
三
 

道
路
愛
謝
の
時
の
金
や
、
又
社
宅
内
の
 

溝
掃
除
で
会
社
か
ら
貰
っ
た
金
な
ど
を
 

た
め
た
も
の
で
、
そ
れ
こ
そ
み
ん
な
の
 

汗
と
誠
心
の
結
晶
で
あ
り
、
幹
部
会
が
 

万
場
一
致
で
き
め
た
も
の
．
 

弔
鰭
稽
鯛
返
 

敬
 
い』ーン
Ub
或
旧
ま
昇
 

業
費
に
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
の
で
 

方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
収
納
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

薮
に
謹
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
、
町
 

民
の
皆
様
に
御
報
告
申
し
ま
す
。
 

（
社
タ
係
）
 

基本選挙人名簿確定人員 
(31・9・15、 31・12・20確定） 

八
口
 

十
 

一li
一ロ 

第
四
投
票
区
 

第
三
投
票
区
 

第
二
投
票
区
 

第
一
投
票
区
 

投

票

区

 
四
、
 

一
三
一
一
 

一
、
八
〇
五
 

一、 

三
三
三
 

四
五
〇
 

五
四
四
 

男
 

四
、
一
工
ハ
九
 

一
、
七
五
一
 

一
、
四
四
四
 

吾 五
七
一
 

Iー
‘
ー
 

討
ー
ー
 

八
、
四
〇
一
 

三、 

五
五
六
 

二
、
七
七
七
 

九
五
三
 

一、 

一
一
五
 

炭
坑
全
域
 

地右本新長全草宝 
域 松門浦域場珠 
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